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(1) オンライン方式 

オンライン方式では、業界標準として自動販売機発呼のみのシステム、センタ発呼のみ

のシステムおよび双方向システムの３方式が標準化された。接続される通信回線は、有線

電話回線方式（一般の電話回線）が基本であるが、最近では携帯電話などの無線回線を利

用した無線電話回線方式が増加している。このため、有線と無線を組合せて通信する有線

／無線の混在型の技術などに多様化している。 

 

① 有線電話回線方式 

a. 自動販売機発呼システム 

 自動販売機から運用会社や営業所などのセンタへ自動的に発呼し情報を送信する方式で

ある。この方式では、1984年に時間帯を設定してセンタへ発呼する特公平6-36221が出願さ

れた。その後、1990年には自動販売機の異常データはリアルタイムでセンタへ送信して売

上データは指定時刻に送信する有線電話回線方式と、複数の自動販売機間を特定小電力無

線で通信する無線電話回線方式を混在した特許3075739が出願された。同様な有線／無線の

混在型では、同年、自動販売機がセンタへ有線で送信したアラーム情報を、センタが巡回

車へ無線で送信する移動無線端末方式を混在した特許3059765も出願された。また、1993

年に電話機側からセンタへアラーム情報を自動送信し、電話機側と自動販売機側間をSS（ス

ペクトル拡散）無線方式でデータ収集を行う専用無線方式を混在した特開平7-152948が出

願された。 

 一方、1994年に自動販売機群の１台が通信回線を介して販売データを転送するオンライ

ン方式と、他の自動販売機群は挿入されたカードに販売データを吸上げるオフライン方式

を組合せた特許2943841が出願された。同様なオンライン／オフライン方式では、1996年に

ポータブルコンピュータで指定時刻にデータをオフライン方式で収集し、オフライン／オ

ンライン変換器とモデムを介して自動発呼しセンタへデータをオンライン方式で送信する

特開平10-63926が出願された。また、同年に電子マネー情報を自動販売機に備えたPOS端末

からセンタへ送信し、ハンディターミナルによりその場で売上高を出力するオフライン方

式を組合せた特開平10-116375が出願された。 

 

b. センタ発呼システム 

営業所などのセンタから発呼して自動販売機を呼出し情報を収集する方式である。 

1990年に自動販売機の設置・拡張時に設定データを正確に伝送するため、センタが送信

したサンプル波形から波形歪を測定し伝送路特性の補正を行う特公平8-7818が出願され

た。1995年までセンタ発呼の特許が出願された後、1996年にセンタからFM多重放送で制御

指令を発信し、自動販売機側ではその制御指令により必要な販売情報を電話回線によりセ

ンタへ応答する有線と専用無線を混在した特開平10-97671が出願された。また有線／無線

の混在型として、1997年には自動販売機の管理データをACラインに接続し管理装置へ送出

する電力線通信と、ACライン間を特定小電力無線で通信する特開平10-302129が出願され

た。 
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c. 双方向システム 

自動販売機およびセンタの双方から発呼できる方式である。従って、上記a、bを組合せ

て自動販売機をより効率的に運用することができる。1989年にカード挿入中に電源遮断が

生じたとき、カードの内容をセンタでカードに書込みデータを保護する特許2576663が出願

された。有線／無線の混在型では、1991年にセンタ発呼はノーリンギング回線とし、端末

発呼はセンタ側のフリーダイヤル回線とする双方向システム方式と、自動販売機情報を無

線用集合端末で収集する特定小電力無線方式を組合せた特開平5-108932が出願された。ま

た、1996年にはビデオテックス通信網とPHSを使用した特開平10-124585やPHSにより自動販

売機の位置情報を表示させる特開平10-143732が出願された。 

一方、オンライン／オフライン方式では、1995年に販売、設定、売切データなどをオン

ライン方式またはハンディターミナルによる赤外光通信方式で収集する特開平9-62909が

出願された。 

 

② 無線電話回線方式 

a. 特定小電力無線 

 無線局の申請、許可が不要であり、電力が10mＷ以下で電波到達距離が短いビル内や駅構

内などエリアを限定して通信する方式である。1991年に自動販売機の販売情報を順次自動

販売機を中継させてデータ処理装置に送信する特許3019498が出願された。このような特許

は自動販売機の群管理として基本的な技術であり多数出願されている。有線／無線の混在

型では、1990年に①のaで引例した特許3075739、1991年に①のcで引例した特開平5-108932

および1997年に①のbで引例した特開平10-302129が出願された。 

 一方、オンライン／オフライン方式では、1993年に最上位から下位の自動販売機に順次

ポーリングされる待ち時間を休止時間に設定し、その期間に最上位の自動販売機からハン

ディターミナルによりデータを収集する特開平7-21447が出願された。また、1995年には①

のcで引例した特開平9-62909が出願され、1999年には無線用／公衆回線用プロトコル変換

により管理データを送受し、公衆回線用／無線用プロトコル変換で得られた元のデータを

無線用プロトコルで携帯端末に出力する特開2000-207612が出願された。 

 

b. 専用無線 

 無線局の免許が必要であり、本社や支店間など広範囲のエリアをカバーして通信する方

式である。1991年に自動販売機で複数の発行会社のプリペイドカードを自由に読み書きが

でき、センタへカード情報を送信する特開平5-20535が出願された。1993年には複数ゾーン

に重複する子自動販売機のデータをそのゾーンにあるいずれかの親自動販売機からセンタ

へ送信する特開平7-85344が出願された。また、1998年に電力、ガス、水道などの自動検針

用無線通信システムを利用した特開平11-272934が出願された。有線／無線の混在型では、

1993年に①のaで引例した特開平7-152948や1996年に①のbで引例した特開平10-97671が出

願された。 
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c. 移動無線端末 

 陸上移動局に位置付けられた携帯電話、PHS（簡易携帯電話）、自動車電話などで通信す

る方式である。自動販売機本体に移動無線端末を設置したり、メンテナンス用配送車や巡

回車などに移動無線端末を設置するなど通信方法が多様化している。有線／無線の混在型

では、1990年に①のaで引例した特許3059765、1996年には①のcで引例した特開平10-124585

や特開平10-143732が出願された。 

 人工衛星通信を利用した特許では、1993年に自動販売機の位置を計測し、巡回車のルー

ト情報出力装置にその位置情報と現在地を表示しメンテナンスを行う特開平7-110896が出

願された。また、1996年には自動販売機にPHSを設け、配送車は位置情報により自動販売機

設置場所のほぼ200ｍ以内で管理データを受信する特開平9-198556が出願された。また、同

年にカーナビゲーションデータを車載のカーナビゲータに登録することで最適なルートや

中継ルートを決定する特開平9-325970が出願された。 

 PHSの使用方法をうまく利用した特許では、1997年に自動販売機の親機に内線と外線電話

番号を割当て、子機には内線電話番号のみを割当て、順次内線交信により情報を親機まで

送信し親機は外線交信でセンタへ送信する特開平11-168427が出願された。 

 一方、オンライン／オフライン方式では、1997年に自動販売機に位置情報を重複しない

識別番号として付与し、携帯端末近傍の自動販売機の識別番号を自動的に抽出する特開平

10-334322が出願された。同年に自動販売機の管理データを光通信用携帯端末により収集

し、サービスカーの無線送信装置に送られセンタへ送信する特開平11-110622が出願され

た。また、1998年には自動販売機と公衆回線をPHSで接続し、ハンディターミナルなどの集

計用指令ボタンに連動させて自動販売機内のデータを送信する特開2000-20804が出願され

た。 

 

(2) オフライン方式 

メンテナンス要員が携帯するポータブルコンピュータ（携帯情報端末）またはメモリカ

ードで自動販売機内の情報を収集する方式である。収集した情報は、センタに持ち帰りコ

ンピュータに転送しデータ処理を行う。オンライン方式と比較してリアルタイムで情報収

集できないが、システム構築が簡単で安価に導入できる。業界標準として標準化されてい

るのは、赤外光通信型ポータブルコンピュータ方式である。 

 

① ポータブルコンピュータ（携帯情報端末） 

a. 赤外光通信型 

自動販売機に取付けられた送受光ユニットにポータブルコンピュータを近づけて非接

触で情報収集を行う方式である。扉を閉めたままで通信ができ、ケーブルを接続する必要

もなく操作性がよいため、統一仕様として標準化されている。1991年に複数の自動販売機

を１台の無線ユニットに接続し、ハンディターミナルと無線ユニット間でデータの送受信

を行う特開平5-20534が出願された。1992年には受光素子を自動販売機前面の金額表示部に

設け、リモコン装置から自動販売機へ価格設定データを送信する特開平6-111099が出願さ

れた。この方式では扉を閉めたままで通信ができる利点があるが、外部からいたずらされ

たり第三者に不用意に操作されないために、その後1994年に光通信端末で受信した販売お
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よび制御情報に含まれる暗証番号を比較し一致していれば外扉のロック機構を解除する特

開平7-296228が出願された。また、1995年にはドアが開いていることを検知してドアが開

いているときに、リモコン入力装置から販売情報設定、確認を行う特開平9-120472が出願

された。 

一方、オンライン／オフライン方式では、1993年に（1）②のaで引例した特開平7-21447、

1995年に（1）①のcで引例された特開平9-62909、1996年に（1）①のaで引例した特開平

10-116375、1997年に（1）②のcで引例された特開平10-334322と特開平11-110622が出願さ

れた。 

 

b. ケーブル接続型 

自動販売機内にあるコネクタにポータブルコンピュータのケーブルを接続して情報収

集する方式である。通信仕様は赤外光通信とほぼ同じであるが、コネクタ部の消耗などの

欠点がある。1980年に複数の自動販売機のうち１台を選択し、データ出力装置をコネクタ

に挿入してデータを集計する特公平2-30550が出願された。1982年には自動販売機内のメモ

リモジュールのコネクタにデータ収集装置を挿入し、セキュリティコードによりデータを

収集する特公平7-13824が出願された。その後、1994年にカード端末装置の挿入口に情報管

理装置のフラットケーブルで接続されたアクセス基板を挿入し、自動販売機内のデータを

更新、収集する特開平7-282321が出願された。 

一方、オンライン／オフライン方式では、1996年に（1）①のaで引例した特開平10-63926

が出願された。 

 

② メモリカード 

自動販売機内に取付けられたコネクタにメモリカードを挿入して情報収集する方式で

ある。ポータブルコンピュータより形状が小さいため携帯に便利であるが、コネクタ部の

消耗などの欠点がある。1989年に着脱可能なRAMカードを挿入し交信データを記憶させ、故

障時に交信データを読出し故障診断する特許2583314が出願された。1990年にはICカードと

磁気カードのデータ通信仕様を同一にするための通信データ変換インターフェイスを持つ

特許3066067が出願された。1991年に通信異常時の販売データをメモリカードに保持し、電

源オン状態でメモリカードを着脱しようとすると警報が作動しメモリカードを保護する特

許2602592が出願された。また、1995年には自動販売機データに識別データを付加し、識別

データに基きデータローダで自動販売機へデータを書込む特開平9-62912が出願された。 

一方、オンライン／オフライン方式では、1994年に（1）①のaで引例した特許2943841

が出願された。 

 

 自動販売機情報管理の通信技術で適用されているデータ伝送オンライン方式およびオフ

ライン方式の技術発展を図2.6.1-1、図2.6.1-2および図2.6.1-3に示す。 
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図 2.6.1-1 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (1/5) 

                                      出願年    ’84                ’89 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

オンライン方式 

*1 

*3 

*2 

自動販売機発呼 

システム 

センタ発呼 

システム 

有線電話回線 
方式 

双方向 

システム 

特公平6-36221 
84.08 

オムロン 
あらかじめ定められ
た時間帯にオンライ
ン接続され、選択さ
れた商品の金額情報
をホストコンピュー
タに伝送する。 （電力線通信を含む） 

特許2598975 
88.08 

三洋電機 
カードの有効性を
判定し、売上情報
をホストコンピュ
ータに受け渡す。 

特許2576663 
89.04（優） 
富士電機 

カード挿入中に電源
遮断が生じた時、カー
ドの内容をセンタ装
置側でカードに書込
むようにし、データを
保護する。 
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図 2.6.1-1 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (2/5) 

 出願年  ’90                              ’91 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

有線／無線の混在 

特開平6-251226 
90.12 

三洋電機 
自動販売機本体に設
置した電話料金後払
いカードが利用可能
な電話機により、自動
販売機本体の識別情
報や販売金額などの
データを送信する。 

特許3075739 
90.10 

三洋電機 
集合端末局からセンタ
局へ、異常データはリ
アルタイムで送信し売
上データはセンタ局か
ら指示された所定時刻
に送信する。 

特公平8-7818 
90.03 

松下冷機 
自動販売機設置・拡張
時の設定データを正確
に伝送するため、セン
タ装置が送信したサン
プル波形から波形歪を
測定し伝送路特性の補
正を行う。 

特許2523199 
90.02 
クボタ 

ホストからの受
信データに従い
商品価格などの
設定を行い、異常
により販売不能
となった商品名
と異常状態をホ
ストへ送信する。 

特許3059765 
90.12 

三洋電機 
管理データとアラー
ム数を比較し在庫量
が同一または下回る
時、アラーム信号お
よび在庫量を VANセ
ンタへ送信し比較デ
ータをダウンロード
する。 

有線／無線の混在 

特開平5-108938 
91.10 

日立ホームテック 
センタは、サブアドレ
ス番号を指定し同一
の電話番号に接続さ
れた自動販売機の中
から目的の自動販売
機を呼出して、コマー
シャルメッセージデ
ータをローディング
する。 

特開平5-95586 
91.10 

日本コンラックス 
自動販売機からの
発呼、またはセン
タ装置からの発呼
に基きセンタ装置
と通信を行い、情
報収集端末に蓄え
られた情報の管理
を行う。 

特開平5-108932 
91.10 

富士電機 
センタ発呼は自動
販売機の電話ベル
を鳴らさないノー
リンギング回線を
使用し、端末発呼
は、自動販売機側に
課金されないため
にセンタ側の回線
をフリーダイヤル
回線とする。 

特開平5-54243 
91.08 

松下冷機 
あらかじめ自動販
売機側からの端末
発呼可否を設定し
ておくことにより、
センタ装置が必要
とする時のみ、自動
販売機側から端末
発呼が行われ通信
データを送信する。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 

有線／無線の混在 
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図 2.6.1-1 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (3/5) 

 出願年  ’91                           ’93 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平6-4745 
92.06 

松下冷機 
商品搬出時間と販
売停止時間より短
い基準時間と比較
し、商品搬出時間が
基準時間に達する
と自動販売機より
センタ装置に故障
予告を送信する。 

特開平6-290197 
93.03 

三洋電機 
通信回線不通時、
自動販売機は不通
時の売上および締
め デ ー タ を 記 憶
し、通信回線復旧
後、記憶した売上
および締めデータ
をセンタに送信す
る。 

特開平7-152948 
93.11 

東京瓦斯 
電話機側と自動販
売機側間をSS（スペ
クトル拡散）無線方
式でデータ収集を
行い、アラーム情報
は電話機側から電
話回線を経由し管
理センタへ自動送
信する。 

有線／無線の混在 

特開平7-85343 
93.09 

日本電気 
自動販売機の品切
れ情報をSS（スペ
クトル拡散）方式
で電灯線にて店舗
内装置に伝送し、
公衆網の届く範囲
まできたらPB信号
に変えて販売会社
へ伝送する。 

特許2785549 
91.10 

日本電気 
ユーザが自動販売機
と任意に交信して自
動販売機の情報を聞
き、予約でき、業者
は各自動販売機の各
種情報を周期的およ
び随時収集し、緊急
事態にも対応する。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 
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図 2.6.1-1 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (4/5) 

 出願年  ’94                            ’96 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平9-190568 
96.01 
クボタ 

ホストコンピュー
タは端末装置から
販売データ、販売時
刻データ、締め処理
時刻を吸上げ、前回
の締め処理時刻と
今回の締め処理時
刻間の販売データ
を検索し販売デー
タを集計する。 

特開平9-282542 
96.04 

富士電機 
いずれかの自動販売
機から広告情報が入
力されると、その広告
情報がセンタへ送ら
れ、さらにセンタから
所定の自動販売機へ
送られる。 

特開平9-62909 
95.08 

富士電機、 
富士ファコム制御 

販売、設定、売切デー
タを基に、センタおよ
び情報提供自動販売機
が最適コラム配分、人
気度合情報、温かい・
冷たい商品の切換えの
ア ド バ イ ス 指 示 を 行
う。  

オンライン／オフライン方式 

特開平8-7178 
94.06 

柏木 靖司 
（外２名） 

販売機器から商品情
報を画像、音声、文字
情報で得ることがで
き、販売データから得
た補正データにより
情報データを随時補
正する。 

特許2943841 
94.06 
クボタ 

自動販売機群の１台
が通信回線を介して
販 売 デ ー タ を 転 送
し、他の自動販売機
群は挿入されたカー
ドに販売データを吸
上げる。 

特開平10-105828 
96.09(優) 

ｴﾇｼｰｱｰﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 
（米国） 

公衆電話網（PSTN）
に接続し、ニュー
ス供給機構から送
信される最新ニュ
ースを受信または
更新でき、さらに
インターネットに
アクセスできる。 

特開平10-97671 
96.09 

ﾒﾃﾞｨｱ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・
ﾈｯﾄﾜｰｸ 

商品管理センタよ
りFM多重放送され
た制御指令を発信
し、自動販売機側
ではその制御指令
を受信し必要な販
売情報を電話回線
によりセンタへ応
答する。 

オンライン／オフライン方式 

特開平10-63926 
96.08 

日本コンラックス 
ポータブルコンピュー
タで指定入力時刻にデ
ータを収集し、その後
オフライン用情報コネ
クタ部に接続したオフ
ライン／オンライン変
換器とモデムを介して
自動発呼しセンタ間へ
データを送信する。 

特開平9-120471 
95.10 

富士電機 
ホストコンピュータ
からデータ要求があ
れば、その販売デー
タを読出すメモリカ
ードが装着されてお
り、メモリカードが
未装着時にテスト販
売モードとする。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 
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図 2.6.1-1 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (5/5) 

 出願年  ’96                                        ’98 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平10-116375 
96.10 

サンデン 
自動販売機側で管理す
る電子マネー情報を自
動販売機に備えた POS
端末からセンタへ送信
し、またハンディター
ミナルによりその場で
売上高を出力すること
もできる。 

特開平10-124585 
96.10 

ｼﾏｽﾞﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 
自動販売機はネット
ワークセンタと公衆
回線網で、このネット
ワークセンタと営業
所はビデオテックス
通信網で、営業所およ
び自動販売機は配送
車とPHSなどの無線通
信で接続され、少ない
投資で安全なネット
ワークを提供する。 

特開平10-143732 
96.11 

ｸﾚｽﾃｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 
販売データ以外に表
示されたアンケート
の回答をセンタへ送
信し、GPSによりセン
タが受信した運搬車
の位置を自動販売機
側に表示する。 

オンライン／オフライン方式 

有線/無線の混在 有線/無線の混在 

特開平10-222731 
97.02 

サンデン 
自動販売機側に指紋
入力装置を設け、指
紋入力データをホス
トへ伝送するとホス
ト側で指紋認識を行
い、自動販売機へ商
品販売動作、本体扉
の開放、ロック動作
などの許可する指紋
認識データを伝送す
る。 

有線/無線の混在 

特開平11-306421 
98.04 

シャープ 
自動販売機情報の
パケットにヘッダ
を付加して有線の
通信回線を介して、
モニタ装置に送信
することにより自
動販売機を集中管
理する。 

特開平11-66401 
97.08 

三洋電機 
自動販売機が前回送
信した時点の全デー
タのうち変化があっ
た項目のデータとす
るのか、全データとす
るのかを判別し送信
し、初回または適宜の
時間帯には全データ
を送信する。 

特開平10-143734 
96.11 

ブラザー工業、 
エクシング 

サービスメニューの
提供時間をホストか
ら情報提供端末装置
に送信し、選択メニ
ューを表示する時、
その時間帯に提供で
きる情報だけを表示
し、利用者に選択さ
せる。 

特開平11-167667 
97.12 

東光電気 
自動販売機とセン
タ間をモデムを介
して配電線に接続
し、SS（スペクトル
拡散）通信を行いセ
ンタでデータを受
信し、電話回線によ
り他のセンタへ送
信する。 

特開2000-76526 
98.08 

三洋電機 
自動販売機側から、一定
時間ごとに通信がない
時または最後の通信終
了後一定時間経過して
も通信がない時、センタ
では通信回線または接
続装置などに異常があ
ると判断する。 

*1 

*3 

*2 

特開平10-302129 
97.04 
ライト 

自動販売機に内蔵
した ACライン通信
ユニットと ACライ
ンシステムコント
ローラを異なる電
力線系に接続し管
理データを ACライ
ンを介して管理装
置へ送出する。 
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図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (1/8) 

                                    出願年    ’90 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

オンライン方式 

特定小電力 
無線 

専用無線 

無線電話回線
方式 

移動無線端末 

（携帯電話・PHS、 

人工衛星など） 

有線／無線の混在 

特許3075739 
90.10 

三洋電機 
小電力構内無線装置
を介して集合端末局
と通信するための通
信 装 置 が 接 続 さ れ
る。 

特許3059765 
90.12 

三洋電機 
VANセンタはアラー
ム情報を近くの巡回
車に送信する。 

有線／無線の混在 

*1 

*3 

*2 

特許3019498 
91.01（優） 
富士電機 

自動販売機を中継機
として、末端に設置
した自動販売機の販
売情報を順次自動販
売機を中継させてデ
ータ処理装置に送信
する。 
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図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (2/8) 

 出願年  ’91                           ’92 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平6-36118 
92.07 

松下電器産業 
販売管理センタか
らセルラー電話番
号を持つ自動販売
機に電話をかける
と、商品の在庫を検
出し在庫などの状
況をセルラー電話
基地局を経由し自
動的に管理部署へ
通報する。 

特開平6-119537 
92.10 

日本電気ｿﾌﾄｳｪｱ 
イメージデータ伝送
可能な移動通信回線
により、自動販売機
の設置場所や巡回ル
ートの地図情報と補
充商品情報を送付す
る。 
 

特開平5-95317 
91.10 

日本電気 
自動販売機から端
末装置に障害情報
が通知されると、
端末装置からメッ
セージ表示機能付
きポケットベルに
自動通報する。 

特開平6-187552 
92.12 

シーエスケイ 
自動販売機から送
信された重量デー
タは基地局で受信
され、計算センタ
にデータが引渡さ
れ商品補充などの
スケジュール管理
を行う。 

特開平5-324996 
92.05 

富士電機 
カードレジスタ、カ
ード式自動販売機、
食堂ターミナルユニ
ットなどの端末機と
集計データを一時記
憶するマルチコント
ローラにそれぞれ無
線機を取付け、端末
機とマルチコントロ
ーラ間のデータ伝送
を無線で行う。 

特開平5-81514 
91.09 

三洋電機 
自動販売機内の無
線ユニットの１つ
を基準に、他の自動
販売機内の無線ユ
ニットへ順に通信
設定し収集データ
を中継する。 

特許3091532 
91.08 

三洋電機 
複数の販売端末に
対応して複数の無
線 ユ ニ ッ ト を 設
け、特定の無線ユ
ニットが中継機と
なり他の無線ユニ
ットと制御局のマ
スタ無線ユニット
間の通信を行う。 

特開平5-20535 
91.07 

日立製作所 
自動販売機で複数の
発行会社のプリペイ
ドカードが自由に読
書きでき、通信回線
を介して処理センタ
へカード情報と使用
金額の情報などを送
信する。 

特許2930771 
91.05 

エフ・エフ・シー、 
富士電機 

複数の局をグループ
化し、グループ内の
各局のデータは副主
局により直接または
中継してポーリング
し、副主局が収集し
たデータを主局から
直接または中継して
ポーリングにより収
集する。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 

特開平5-108932 
91.10 

富士電機 
無線モデムを介し
て自動販売機の情
報を無線用集合端
末で収集する。無
線用集合端末はセ
ンタ装置との通信
制御機能およびバ
ッファリング機能
を持つ。 

有線／無線の混在 
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図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (3/8) 

 出願年  ’93  
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

オンライン／ 
オフライン方式 

（人工衛星通信） 

特開平7-110896 
93.10 

富士電機 
人工衛星で自動販売機の
位置を計測し、巡回車に
搭載されるルート情報出
力装置にその位置情報と
現在地を表示し、メンテ
ナンスを行う。 

特開平7-85344 
93.09 

サンデン 
単独ゾーンの子自動販売
機と各ゾーンの親自動販
売機のデータをそのゾー
ンの親自動販売機を介し
て管理施設に収集し、複数
ゾーンに重複する子自動
販売機のデータを選択的
にそのゾーンにあるいず
れかの親自動販売機を介
して管理施設に収集する。 

特開平7-152948 
93.11 

東京瓦斯 
電話機側と自動販売機側
間をSS（スペクトル拡散）
無線方式でデータ収集を
行い、アラーム情報は電
話機側から電話回線を経
由し管理センタへ自動送
信する。 

有線／無線の混在 

特開平7-200930 
93.12 

富士電機 
下位の自動販売機デ
ータを自動販売機ご
とに中継データとし
て記憶し、同一種類の
データを重複して記
憶した場合、古いデー
タを削除して無駄な
伝送を省く。 

特許3099582 
93.04 

富士電機 
各自動販売機のデー
タを他の自動販売機
を中継してデータ処
理装置に収集すると
き、下位層の自動販売
機に対するデータ要
求時間を可変にし、デ
ータ量に応じて最適
なタイムスケジュー
ルを選択してデータ
を収集する。 

特開平7-21447 
93.07 

富士電機 
最上位の自動販売機
から下位の自動販売
機に順次行われるポ
ーリングの間に、待
ち時間を休止時間に
設定し、その期間に
最上位の自動販売機
からハンディターミ
ナルによりデータを
収集する。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 
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図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (4/8) 

 出願年  ’94                       ’95                 ’96 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平9-259337 
96.03 

東芝、 
東芝ｴｰ・ﾌﾞｲ・ｲｰ 

自動販売機の外部デ
ータ伝送部に PHSを
設けることで、従来、
情報の出力経路であ
るリモコン端子部、
外部データ伝送部、
光携帯端末部の３経
路を１つとすること
ができる。 

（人工衛星通信） 

特開平8-227478 
95.02 

▲ひろ▼瀬  文忠 
自動販売機に装着され
た無線電話装置に電話
が継がった時、自動販
売機の商品在庫状況お
よび運転状況に関する
情 報 を 取 得 し 伝 達 す
る。 

特開平9-62909 
95.08 

富士電機、 
富士ファコム制御 
販売、設定、売切デ
ータを基に、センタ
および情報提供自
動販売機が最適コ
ラム配分、人気度合
情報、温かい・冷た
い商品の切換えの
アドバイス指示を
行う。  

オンライン／ 
オフライン方式 

特開平8-106571 
94.10 

富士電機、 
富士ファコム制御 

親局がブロードキャスト
で子局のデータ収集順番
などを、各子局に一斉送信
し、親局が発信したブロー
ドキャストを受信できな
い子局には中継局が再度
ブロードキャストを行い
中継局を経由してその子
局のデータを収集する。 

特開平8-7177 
94.06 

富士電機 
下位局自動販売機
から受信した単位
時間当りの販売数
に基き、売行きのよ
くない自動販売機
があればポーリン
グ間隔を広げ、売行
きのよい自動販売
機の情報を短時間
でデータ伝送する。 

特開平9-212728 
96.02 

三洋電機 
自動販売機に PHSを
設け、PHSからハンデ
ィターミナルやパソ
コンなどの携帯デー
タ端末へも送信でき
るようにし、携帯デ
ータ端末の位置の関
係で、直接通信でき
ない場合は、PHS基地
局 経 由 で 通 信 を 行
う。 

特開平9-198556 
96.01 

田村電機製作所 
自動販売機に PHSを
設け、配送車に PHS
制御回路と GPS制御
回路を設け、配送車
は GPS衛星により位
置を演算し、自動販
売機設置場所のほぼ
200ｍに移動した時、
自動販売機を呼出し
管理データを受信す
る。 

特開平8-161608 
94.11 

三洋電機 
自動販売機内情報制
御装置の無線伝送デ
ータフォーマットの
空き領域に、自動販売
機自体のデータ情報
以外のメッセージを
記憶させ、このメッセ
ージを他の指定され
た自動販売機の情報
制御装置に転送し連
絡機能を備える。 

特開平9-69182 
95.09 

富士電機、 
富士ファコム制御 
自動販売機の制御
プログラム、IDカ
ードのID番号、電
子広告塔表示情報
をデータ放送によ
り送信し、短時間
で変更したり供給
する。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 

（人工衛星通信） 

特開平9-325970 
96.06 

富士電機 
自動販売機に内蔵
のGPSにより所定の
カーナビゲーショ
ンデータを作成し、
そのデータを車載
のカーナビゲータ
に登録することで
ルートの最適化や
中継ルートの決定
を行う。 
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図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (5/8) 

 出願年  ’96 
                                                 年月は出願月または優先権主張月                     

有線/無線の混在 

有線/無線の混在 

有線/無線の混在 

特開平10-105802 
96.09 

日本電気移動通信 
自動販売機にPHSを
設け、PHS回線に電
話機を付加し稼動
情報送信モードと
通話送受信モード
を切換えて、中央管
理装置へ稼動情報
を送信または保守
要員との通話を行
う。 

特開平10-97671 
96.09 

ﾒﾃﾞｨｱ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
   ・ﾈｯﾄﾜｰｸ 

商品管理センタよりFM
多重放送された制御指
令を発信し、自動販売
機側ではその制御指令
を受信し必要な販売情
報を電話回線によりセ
ンタへ応答する。 

特開平10-63212 
96.08 

エスアールエー 
自動販売機（移動
局）にPHSを搭載し、
情報基地局から各
移動局へ向けて表
示情報を個別に送
信でき、また自動販
売機の管理データ
を必要に応じて吸
上げることができ
る。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 

特開平10-134239 
96.10 

富士電機 
FM多重放送を受信する１台の
FM受信機により、表示データと
設定データを判別し、表示デー
タなら表示装置へ登録し設定
データなら自動販売機のCPUへ
送出し登録する。 

特開平10-124585 
96.10 

ｼﾏｽﾞﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 
自動販売機はネット
ワークセンタと公衆
回線網で、このネット
ワークセンタと営業
所はビデオテックス
通信網で、営業所およ
び自動販売機は配送
車とPHSなどの無線通
信で接続され、少ない
投資で安全なネット
ワークを提供する。 

特開平10-143732 
96.11 

ｸﾚｽﾃｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 
販売データ以外に
表示されたアンケ
ートの回答をセン
タへ送信し、GPSに
よりセンタが受信
した運搬車の位置
を自動販売機側に
表示する。 
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図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (6/8) 

 出願年  ’97 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平10-222736 
97.02 

三洋電機 
自動販売機にPHSを
設け、自動販売機情
報を最上位の自動
販 売 機 の PHS 送 信
し、電波障害により
PHS無線交信ができ
ない区間では特定
小電力無線送受信
ユニットを用いる。 

特開平10-326376 
97.05 

東洋エンジニアリング 
自動販売機の管理装置
に PHSまたは携帯端末
を 接 続 す る こ と に よ
り、管理装置からデー
タを FAXモデムカード
で デ ジ タ ル に 変 換 し
PHSまたは携帯端末か
ら基地局アンテナを経
由し管理センタへ送信
する。 

特開平10-334322 
97.05 
クボタ 

自動販売機に位置情
報を重複しない識別
番号として付与する
ことにより、携帯端
末近傍の自動販売機
の識別番号を自動的
に抽出でき、その自
動販売機の管理デー
タを入力する。 

オンライン／ 
オフライン方式 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 



196 

 

図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (7/8) 

 出願年  ’97 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平10-302129 
97.04 
ライト 

自動販売機に内蔵したACライ
ン通信ユニットとACラインシ
ステムコントローラを異なる
電力線系に接続し、管理デー
タをACラインを介して管理装
置へ送出する。異なる電力線
系のACライン間通信は特定小
電力無線で伝送する。 

有線/無線の混在 

オンライン／ 
オフライン方式 

特開平11-110622 
97.09 

大庭 剛 
自動販売機の在庫管
理データは光通信用
携帯端末装置により
収集され、サービスカ
ーに設置される無線
送信装置に送られ、無
線送信装置から管理
センタ無線受信装置
に送信される。 

特開平11-120426 
97.10 

井戸 照夫 
自動販売機情報を無線
通信により近隣の自動
販売機や中継局を経由
し、または直にデータ収
集管理センタに送信す
る。電波送信出力は10～
20Wで半径20～40Kmのゾ
ーンをカバーする。 

特開平11-168427 
97.12 

日本電気 
PHSを備えた自動販売
機の親機に内線と外
線電話番号を割当て、
子機には内線電話番
号のみを割当て、順次
内線交信により情報
を親機まで送信し親
機は外線交信でセン
タへ送信する。 

特開平11-110640 
97.09 

富士電機 
PHSを利用した自動販
売機の無線 POSシステ
ムであり、受信回路出
力のAD変換部から出力
されるデジタル信号の
強度を表示し、自動販
売機の設置時に電波の
受 信 状 態 を 確 認 で き
る。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 
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図 2.6.1-2 データ伝送オンライン方式の技術発展図 (8/8) 

 出願年  ’98                                         ’99 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平11-306424 
98.02（優） 
アイエスエイ 

自動販売機と集中管
理センタ間をインタ
ーネット通信網で接
続し、各自動販売機
と各最寄りのアクセ
スポイント間を PHS
で通信し、広域無人
店舗の集中管理やガ
ソリンスタンドの遠
隔制御を行う。 

特開平11-213222 
98.01 

三洋電機 
センタ出力の設定時刻
データを親送受信機が
通信タイムラグを考慮
して修正し、子送受信機
に入力し、子送受信機が
自動販売機にその時刻
データを設定する。 

特開平11-272934 
98.03 

富士電機 
電力、ガス、水道などの
自動検針用無線通信シ
ステムを利用して、自動
販売機に自動検針無線
装置を設け自動販売機
の商品情報または動作
情報を補充センタに転
送する。 

特開平11-328511 
98.05 

ティ・アイ・エフ 
PHSをそれぞれ搭載
した複数の自動販
売機で管理データ
を送信する時、送信
タイミングを調整
して複数の自動販
売機からの送信が
集中しPHSの受信処
理負担が増加する
ことを抑制する。 

特開2000-59519 
98.08 

日本電気 
PHS内蔵自動販売機
の親機、子機、孫機
に外線内線通信の切
換えを持たせ、通常、
上位と下位は内線通
信 で デ ー タ を 収 集
し、通信障害時に同
位 と 内 線 通 信 す る
か、近傍のPHS基地局
と外線通信によりデ
ータを伝送する。 

特開2000-20804 
98.06 

三洋電機 
自動販売機と公衆
回 線 を PHSで 接 続
し、ハンディター
ミナルなどの集計
用指令ボタンに連
動させて自動販売
機内のデータをデ
ータ収集装置へ送
信する。 

特開2000-207612 
99.01 
クボタ 

無線用プロトコル／公衆回
線用プロトコル変換により
モデム装置を介して管理デ
ータを送受し、公衆回線用
プロトコル／無線用プロト
コル変換で得られた元のデ
ータを無線用プロトコルで
携帯端末に出力し、このデ
ータを管理装置へ無線によ
り送信する。 

オンライン／ 
オフライン方式 

オンライン／ 
オフライン方式 

*1 

*3 

*2 



198 

 

図 2.6.1-3 データ伝送オフライン方式の技術発展図 (1/6) 

                               出願年 ’80                        ’90 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

オフライン方式 

ポータブル 
コンピュータ 

方式 

メモリーカード 
方式 

（ハンディターミナル 
など） 

（接触型） 

特公平7-13824 
82.10（優） 

マース 
（米国） 

自動販売機内の記
憶モジュールのコ
ネクタにデータ収
集装置を挿入し、
セキュリティコー
ドによりデータを
収集する。 

特許2583314 
89.08 

富士電機 
RAMカードスレー
ブに着脱可能な
RAMカードを挿入
し交信データを
記憶させ、故障時
には交信データ
を読出し故障診
断する。 

特許3066067 
90.11 

三洋電機 
ICカードのデー
タ通信仕様を磁
気カードのデー
タ通信仕様と同
一とするための
通信データ変換
インターフェイ
スを持つことを
特徴とする。 

赤
外
光
通
信
型 

（
非
接
触
型
） 

ケ
ー
ブ
ル
接
続
型 

（
接
触
型
） 

*1 

*3 

*2 

特公平2-30550 
80.11 

高見沢ｻｲﾊﾞ 
   ﾈﾃｲﾂｸｽ 

複数の自動販売
機のうち１台を
選択し、データ出
力装置をコネク
タに挿入してデ
ータを集計する。 
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図 2.6.1-3 データ伝送オフライン方式の技術発展図 (2/6) 

 出願年  ’91                                             ’93 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平5-20534 
91.07 

三洋電機 
複数の自動販売
機を１台の無線
ユニットに接続
し、ハンディター
ミナルと無線ユ
ニット間でデー
タの送受信を行
う。 

特許2932730 
91.02 

富士電機 
メモリアドレス情
報を変換でき、メモ
リ配置の異なる同
種の自動販売機間
でのデータ交信を
行い、短時間でデー
タ設定を行う。 

特許2602592 
91.08 
クボタ 

通信異常時の販売デ
ータをメモリーカー
ドに保持し、電源オ
ン状態でメモリーカ
ードを着脱しようと
すると警報が作動し
メモリーカードを保
護する。 

特許3036878 
91.04 

三洋電機 
入力器を自動販売
機に接続し、設定
操作の表示内容に
従い設定データを
自動販売機に送信
する。 

特開平5-266311 
92.03 

三洋電機 
自動販売機の扉を
開放せずハンディ
ターミナルから送
信した光信号を受
けて、自動販売機か
らハンディターミ
ナルへデータを送
信し、ハンディター
ミナルから自動販
売機へ設定データ
を送信する。 

特開平6-111099 
92.09 

日本たばこ産業 
受光素子を、自
動販売機の前面
の金額表示部の
開 口 窓 に 配 設
し、リモコン装
置から自動販売
機へ価格設定デ
ー タ を 送 信 す
る。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 

特開平7-21447 
93.07 

富士電機 
最上位の自動販売
機から下位の自動
販売機に順次行な
われるポーリング
の間に、待ち時間を
休止時間に設定し、
その期間に最上位
の自動販売機から
ハンディターミナ
ルによりデータを
収集する。 
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図 2.6.1-3 データ伝送オフライン方式の技術発展図 (3/6) 

 出願年  ’93                             ’94 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平7-296228 
94.04 

松下冷機 
光通信端末で受信
された販売および
制御情報に含まれ
る暗証番号を主制
御装置で比較し、
一致していれば外
扉のロック機構を
解除する。 

特開平7-320127 
94.05 

富士電機 
データ空き領域の先
頭をポインタアドレ
スとして、別の自動販
売機のデータを収集
する時、ポインタアド
レスが示すデータ領
域より記憶させ１台
のハンディターミナ
ルで複数の自動販売
機データを一括して
収集する。 

特開平7-282321 
94.04 
クボタ 

カード端末装置の
挿入口に情報管理
装置のフラットケ
ーブルで接続され
たアクセス基板を
挿入し、自動販売
機内のデータを更
新、収集する。 

特許2943841 
94.06 
クボタ 

自動販売機群の１
台が通信回線を介
して販売データを
転送し、他の自動販
売機群は挿入され
たカードに販売デ
ータを吸上げる。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 

オンライン／ 
オフライン方式 

特開平7-73358 
93.09 

富士電機 
データ入出力装置
相互間でシステム
制御データや自動
販売機データの転
送を可能にし、電
池切れなどによる
データ喪失の時、
別の正常なデータ
入出力装置からデ
ータを取込む。 

特開平7-152951 
93.11 

三洋電機 
紙幣挿入口または
紙幣払出口にデー
タ収集装置を挿入
すると処理装置間
で光通信が可能に
なり、経歴データ
を収集する。 
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図 2.6.1-3 データ伝送オフライン方式の技術発展図 (4/6) 

 出願年  ’94              ’95 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

特開平8-167065 
94.12 
クボタ 

カード挿入口にカー
ド形状互換の接続部
を挿入し、カードリ
ーダーライターを介
して内部取引きデー
タを読出して収集す
る。 

オンライン／ 
オフライン方式 

特開平9-62909 
95.08 

富士電機、 
富士ファコム制御 
販売、設定、売切デ
ータを基に、センタ
および情報提供自
動販売機が最適コ
ラム配分、人気度合
情報、温かい・冷た
い商品の切換えの
アドバイス指示を
行う。  

特開平9-62912 
95.08 

三洋電機 
自動販売機データを
識別するための識別
データを付加し、識
別データに基きデー
タローダにより自動
販売機へデータを書
込む。  

特開平9-62910 
95.08 

三洋電機 
ハンディターミナ
ルに設定したデー
タ保護用キー情報
によりデータにス
クランブルをかけ
たり、パスワードの
照合を行い自動販
売機にデータを書
込む。  

特開平9-120472 
95.10 

松下冷機 
リモコン入力装置
を用いて、ドアが開
いていることを検
知するドア開検知
信号に基き、自動販
売機の販売情報設
定、確認をドア開時
にのみ行う。 

*1 

*3 

*2 

*1 

*3 

*2 

特開平8-161599 
94.11 

三洋電機 
自動販売機本体の
外部からポータブ
ルコンピュータに
よりデータを制御
し、ポータブルコ
ンピュータを複数
の自動販売機に共
有させ異なる機種
でも同一のマン・
マシン・インター
フェースにする。 
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図 2.6.1-3 データ伝送オフライン方式の技術発展図 (5/6) 

 出願年  ’96                                                   ’97 
                                                 年月は出願月または優先権主張月        

特開平9-321703 
96.05 

富士電機 
通信チェック用基準
データパターンが正
常に受信されなかっ
た時、データ伝送速
度 を 変 更 し 再 交 信
し、基準データパタ
ーンが正常に受信さ
れれば、そのデータ
伝送速度で以降のデ
ータ受信を行う。 

特開平10-63926 
96.08 

日本コンラックス 
ポータブルコンピュータ
で指定入力時刻にデータ
を収集し、その後オフラ
イン用情報コネクタ部に
接続したオフライン／オ
ンライン変換器とモデム
を介して自動発呼しセン
タ間 へデ ー タを 送信 す
る。 

特開平10-31780 
96.07 

東京メカトロニクス 
自動販売機管理者が
売上を回収する時、
販売履歴などを記録
するICカードを自動
販売機から取外す。
この際、自動販売機
には新たなICカード
を挿着しておく。 

オンライン／ 
オフライン方式 

特開平10-334322 
97.05 
クボタ 

自動販売機に位置
情報を重複しない
識別番号として付
与することにより、
携帯端末近傍の自
動販売機の識別番
号を自動的に抽出
でき、その自動販売
機の管理データを
入力する。 

オンライン／ 
オフライン方式 

特開平10-116375 
96.10 

サンデン 
自動販売機側で管理
する電子マネー情報
を自動販売機に備え
た POS端末からセン
タへ送信し、またハ
ンディターミナルに
よりその場で売上高
を出力することもで
きる。 

*1 

*3 

*2 

*1 
特開平11-31259 

97.07 
三洋電機 

設定表示データお
よび制御データを
インターネットの
HTMLなど汎用のデ
ータ形式に変換し、
携帯パソコンに送
信しブラウザによ
り処理した返送デ
ータを自動販売機
内で処理可能な形
式に変換する。 

オンライン／ 
オフライン方式 
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図 2.6.1-3 データ伝送オフライン方式の技術発展図 (6/6) 

 出願年  ’97                  ’98 
                                                          年月は出願月または優先権主張月                   

オンライン／ 
オフライン方式 

*1 
特開平11-110622 

97.09 
大庭 剛 

自動販売機の在庫
管理データは光通
信用携帯端末装置
により収集され、サ
ービスカーに設置
される無線送信装
置に送られ、無線送
信装置から管理セ
ンタ無線受信装置
に送信される。 

特開平11-203550 
98.01 

ライトロン 
自動販売機内制御
用プロセッサのデ
ータ形式と情報端
末のデータ形式の
変換を行うデータ
収集アダプタによ
り、管理データの再
入力やコード入力
を容易にする。 

特開平11-283092 
98.03 

三洋電機 
ハンディターミナ
ルから自動販売機
に蓄積データを指
定する情報を送り、
これに基き自動販
売機内のメモリ上
に指定されたデー
タを蓄積するのに
必要な領域を確保
する。 


